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心当たり
ありませんか

認知症に
関する活動報告

１０/２６小江原小学校４年生９/２６ 手熊小学校３・４年生

□ 良いことと悪いことをわかってもらうために、たたくなどしている

□ 夜間の失禁防止のために、水分を控えさせる

□ 一日に何度も同じことを言うため、無視してしまう

□ 無断で本人の金銭を使用したり、制限をする

□ 人前でオムツを替えたり、裸のままにする

高齢者の介護や世話をすることで心身共に疲れ、追いつ

められてしまう人は少なくありません。だれもが気づかな

いうちに不適切な対応につながることがあります。

身体や介護について気軽に相談できるかかりつけ医

をもち、普段から関係を築いておきましょう

① 相談できる主治医をもちましょう

②ひとりで介護を抱え込まないように

③元気なうちから介護のことなど 考えていきませんか

④地域で支え合いましょう

知って防ごう 高齢者虐待

虐待を
防ぐために…

追い詰められることなく介護を続けるには、サービスや制度

を利用することも大切です。担当のケアマネジャーや当包括ま

でご相談ください。

普段から気軽に話し合える家族関係づくりを心がけ、介護が

始まる前から、介護される側とする側の考え方について話して

おきましょう。

声かけ 日頃から地域であいさつを交わしましょう！

見守り 雨戸が閉めっぱなし、夜明かりがつかない

⇒一声かけてみましょう

地域で仲間づくり 介護の知識を分かち合える愚痴を

言い合える仲間を持ちましょう！

• 小江原・式見地域包括支援センター 月～土 8:45～17:30 ☎ 095-848-1222

• 高齢者虐待相談専用電話 月～金 8:45～17:30 ☎ 095-827-6499

• 中央総合事務所 地域福祉課 月～金 8:45～17:30 ☎ 095-829-1429

ひとりで悩むよりもまずは相談・連絡を

道に迷った高齢者（認知症の方を演じる関係者）へ声をかけ、支援するという模擬体験

です。やさしい声かけって何だろう、何を話せばいいかな？実際に体験してみることで気

づく難しさもたくさんあったようです。近くの大人に助けを求め、大人が通報するところ

までを実践しました。

2025年には65歳以上の5人に1人が認知症になる、と言われています。認知症の

主な原因は加齢で、認知症は誰でもなりえる、とても身近なものです。

2024年1月に「認知症基本法」が施行される見込みです。認知症基本法は、認知

症の人の人権や意思が尊重され、自分らしく生活できることをうたった法律です。自

分や自分の身近な人が認知症になった時、どんな社会だったら暮らしやすいか？自分

事として認知症について考えてみましょう。

2023年、私たちの地域に187人の
認知症サポーターが誕生しました！

認知症サポーターとは…認知症の人や家族の応援者です。

包括では認知症サポーター養成講座を実施しています。

6/1さんさん会

8/1よろう会

8/2松崎ひまわり会

10/17小江原小学校4年生

9/21手熊小学校3・4年生

11/9いきいきサロン

11/17桜が丘小学校5年生

3/3・7/24長崎県警察学校 ６２名

より実践的な学びを…

「SOS やさしい声かけで地域の見守りの輪をつなげよう！

（声かけ体験）」を小学校で実施しました！

1回目は緊張した様子もありましたが、

2回目は反省も活かしてぐんと対応力が

アップしていました。
ぼくたち、わたしたち

も地域の一員！

まずはあいさつから…目線を合わせて

式見小学校区 39名

小江原小学校区 24名
手熊小学校区 27名

桜が丘小学校区 46名
6/28式見小学校3・4年生

何気ないあいさつや励ましなど、地域の皆さんからの温かい見守りが、

介護者の助けになります。
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